
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２８年４月１５日（金）

　

穏
や
か
な
日
差
し
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
舞
う
桜

吹
雪
。
水
路
を
流
れ
る
薄
紅
色
の
花
筏
に
の

ど
か
な
春
を
感
じ
て
い
た
が
、
と
ん
で
も
な

い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

な
ん
た
る
こ
と
か
。
禁
断
の
コ
ー
ト
に
打

ち
込
ん
だ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
世
界
ラ
ン
ク

２
位
・
桃
田
賢
斗
選
手
と
元
五
輪
日
本
代
表
・
田
児

賢
一
選
手
の
「
闇
カ
ジ
ノ
賭
博
」
事
件
。

　

本
人
た
ち
に
言
い
た
い
。
勘
違

い
し
て
い
な
い
か
、
な
さ
け
な
い
、

開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
と
。

遠
征
や
合
宿
費
、
医
科
学
支
援
な
ど
国
費
（
税
金
）

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

彼
ら
の
所
属
組
織
に
言
い
た
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

は
２
人
を
含
め
６
人
の
関
与
を
４
月
８
日
、
公
表
し

た
。「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）」
に
つ
い

て
は
「
会
社
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
の
観
点

か
ら
も
徹
底
さ
れ
、
新
入
社
員
研
修
で
は
定
番
の

テ
ー
マ
だ
。
各
企
業
と
も
法
令
順
守
規
定
や
委
員
会

が
あ
り
厳
し
く
指
導
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

会
社
や
バ
ド
部
は
一
昨
年
か
ら
出
入
り
し
、
６
人

も
手
を
染
め
て
い
た
事
実
を
察
知
し
て
い
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
国
際
大

会
の
優
勝
賞
金
の
10
％
を
受
け
取
る
が
、
個
人
の
取

り
分
は
大
き
す
ぎ
な
い
か
、
見
直
す
べ
き
だ
。
21
歳

の
桃
田
選
手
の
年
間
給
料
は
４
５
０
万
円
と
い
う

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
か
ら
す
る
と
か
な
り
の

厚
遇
だ
。
田
児
選
手
は
１
千
万
円
の
負
け
、
５
０
０

万
円
の
借
金
。
彼
ら
を
禁
断
の

園
へ
歩
ま
せ
た
の
は
会
社
や
協

会
の
不
作
意
と
無
責
任
に
よ
る

結
果
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
本
来
が
も
つ
人
間
育
成

や
高
潔
性
な
ど
言
わ
な
く
な
っ
た
。
同
じ
日
、
ア
テ

ネ
・
北
京
五
輪
で
２
大
会
連
続
の
２
冠
に
輝
い
た
水

泳
の
北
島
康
介
（
33
）
は
引
退
表
明
で
「
白
井
コ
ー

チ
が
い
た
か
ら
が
ん
ば
れ
た
。
本
当
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」だ
と
コ
ー
チ
を
た
た
え
た
。
将
来
、

い
い
指
導
者
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
わ
や
か
な
去
り
際

だ
っ
た
。

晴耕雨読

禁
断
の
コ
ー
ト
へ

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

6892

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道
吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

旅
館

TEL 0746 ― 32 ― 8100　FAX 0746 ― 32 ― 8111　http://www.kisuya.jp

短期・格安
学科は大阪で

◎昭和 20年８月まで日本の国策会社として「ゼロ戦」のエンジンを製作していた日立航空機（株）
が、戦後、平和産業として再生。このたび大阪市中央区南本町に臨場感あふれるフライトシミュ

レーターＵＳ21Ｄを常設している「えいとアビエーション大阪」と提携して、自家用・営業用航空機のパイロッ
ト養成の募集業務を開始しました。募集の実務は（株）東大阪新聞社（小野元裕社長）と（株）河内新聞社（小山博社主）
が当たります。
【募集要項】（１）応募資格・高卒以上 18歳～ 60歳まで（２）期間１年～
　　　　　 （３） 学費（入学金・授業料）自家用固定翼４２０万円（税別）
                        タービン+レシプロコース（ヘリコプター）５９０万円（税別）
【問い合せ・申込先】日立航空機（株） 大阪     〒581-0085　大阪府八尾市安中町８－５－40-101
                                                  電話・FAX 072-991-3908　  小山携帯 090-8213-4712
                             （株）東大阪新聞社　      〒581-0013　大阪府八尾市山本町南６－２－29
                                                  電話 072-926-5134　 FAX 072-921-6893　  小野携帯 080-3854-5101

パイロット志望者募集！
日立航空機㈱  が窓口･受付大

阪
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
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ク
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９
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８
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根川医院

150
人
が
参
加
し
盛
大
に
祝
う

挨拶する勝井忠夫理事長

経過報告する西本誠所長

　

竣
工
式
は
、
社
会
福
祉

法
人
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
の

理
事
長
、
勝
井
忠
夫
さ
ん

（
76
）
の
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
続
い
て
、
立
花
静
東

大
阪
副
市
長
、
川
光
英
士

東
大
阪
市
議
会
議
長
、
坂

本
ヒ
ロ
子
社
会
福
祉
法
人

大
阪
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

理
事
長
、
西
野
陽
社
会
福

祉
法
人
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン

後
援
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、

祝
電
披
露
、
感
謝
状
贈
呈

と
続
き
、
経
過
報
告
を
西

本
誠
所
長
が
行
い
、
閉
式

と
な
っ
た
。

　

第
２
部
と
し
て
来
賓
を

中
心
に
祝
賀
の
宴
が
、
第

３
部
と
し
て
保
護
者
・
職

員
を
中
心
に
祝
賀
の
宴
が

開
か
れ
た
。
宴
で
は
、
ボ

ー
カ
ル
椿
彩
綺
さ
ん
、
バ

イ
オ
リ
ン
Ｒ
Ｅ
ｌ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
、
ギ
タ
ー
田
村
太
一
さ

ん
が
出
演
し
、
ジ
ャ
ズ
の

演
奏
が
あ
り
、
会
場
が
和

ん
だ
。

　

社
会
福
祉
法
人
ヤ
ン
グ

グ
リ
ー
ン
の
誕
生
は
平
成

７
年
の
第
２
わ
か
ば
会
作

業
所
準
備
会
発
足
に
遡

る
。
勝
井
忠
夫
理
事
長
の

４
人
目
の
子
ど
も（
長
男
）

が
障
害
を
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
作
業
所
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
。
勝
井
さ
ん

は
父
親
か
ら
勝
井
鋼
業
株

式
会
社
（
東
大
阪
市
高
井

田
中
１
）
を
引
き
継
ぎ
経

営
し
て
い
た
が
、
障
害
者

に
工
場
で
働
い
て
も
ら
う

こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し

て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
障
害
福
祉
さ

ぽ
ー
と
ラ
イ
フ
グ
リ
ー
ン

（
ス
タ
ー
ト
時
の
名
称
は

ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
）
を
平

成
14
年
東
大
阪
市
川
田
４

に
設
立
し
、
下
請
け
作
業

（
文
具
の
箱
詰
め
等
）・
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
（
古
紙
回

収
等
）・
自
主
事
業
（
ウ

エ
ス
作
り
等
）を
始
め
た
。

　

次
に
、
就
労
継
続
支
援

事
業
Ｂ
型
と
し
て
障
害
就

労
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ス
グ
リ

ー
ン
を
平
成
22
年
東
大
阪

市
荒
本
西
３
に
設
立
し
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
清
掃
・
軽

作
業
・
精
米
と
米
の
販
売
・

水
槽
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

っ
た
。
ラ
イ
フ
グ
リ
ー
ン

は
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

が
対
象
な
の
に
対
し
て
、

ア
ー
ス
グ
リ
ー
ン
は
軽
度

の
障
害
を
持
つ
人
を
対
象

に
し
た
。

　

こ
の
度
完
成
し
た
エ
バ

ー
グ
リ
ー
ン
は
北
館
と
南

館
が
あ
り
、
北
館
は
障
害

者
施
設
、
南
館
は
高
齢
者

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
支
援
室
木
か
げ
（
平
成

19
年
東
大
阪
市
菱
屋
東
１

で
ス
タ
ー
ト
）
と
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
レ
ジ
ス
タ

（
平
成
25
年
東
大
阪
市
荒

本
２
で
ス
タ
ー
ト
）
も
北

館
へ
移
設
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
３
月
に

は
、
福
祉
実
践
農
場
グ
ラ

ン
ド
グ
リ
ー
ン
を
奈
良
県

宇
陀
市
に

設
立
予
定

だ
。
古
民

家
を
買
い

取
り
リ
フ

ォ
ー
ム

し
、
農
業

と
リ
サ
イ

ク
ル
事
業

を
中
心
に

行
う
。

　
「
親
な

き
後
も
暮

ら
し
て
い

け
る
施
設
を
目
指
し
て
い

ま
す
」。
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

設
立
の
思
い
を
語
る
勝
井

理
事
長
の
瞳
は
澄
ん
で
い

た
。

花
　
見
　
会

いぶし銀の演歌歌手 木本勝治さ　
　ん

　

３
月
27
日
好
天

の
も
と
、
桜
の
開

花
宣
言
を
待
ち
か

ね
た
よ
う
に
、
第

３
回
「
木
本
勝

治
を
囲
む
花
見

会
」
が
東
大
阪
市

の
Ｕ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
東

大
阪
市
御
厨
栄
町

１
）
に
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

　

木
本
勝
治
さ
ん

は
徳
島
県
海
部
郡

出
身
の
73
歳
、
２

年
前
に
木
本
電
子

工
業
株
式
会
社
代

表
取
締
役
の
座
を

長
男
に
譲
り
、
長
年
の

夢
で
あ
っ
た
「
演
歌
歌

手
」
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
日
本
ク
ラ
ウ
ン

か
ら
Ｃ
Ｄ
を
発
売
す
る

れ
っ
き
と
し
た
プ
ロ
歌

手
デ
ビ
ュ
ー
だ
。

　

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
３
周

年
記
念
会
も
兼
ね
て
の

歌
謡
シ
ョ
ー
で
あ
り
、

１
０
０
人
を
超
す
フ
ァ

ン
が
参
集
し
た
。
木
本

勝
治
後
援
会
・
相
談
役

の
祝
辞
、
後
援
会
・
八

尾
支
部
長
の
乾
杯
に
引

き
続
い
て
、「
ト
ー
ク

＆
歌
謡
シ
ョ
ー
」
の
幕

が
開
け
た
。

　

木
本
さ
ん
の
バ
ッ
ク

は
、
ジ
ャ
ズ
バ
イ
オ
リ

ン
で
名
高
い
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
名

手
・
名
倉
学
さ
ん
、
ベ

ー
ス
は
満
田
要
さ
ん
、

ド
ラ
ム
は
福
岡
琢
弥
さ

ん
が
つ
と
め
た
。

　

木
本
さ
ん
は
大
坂
間

仁
作
詞
作
曲
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
ひ
と
り
よ
が
り
」・

「
酒
」
の
２
曲
、
そ
し
て

「
男
酒
」（
鳥
羽
一
郎
）
を

情
感
あ
ふ
れ
る
歌
唱
で
披

露
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
の
後
、
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
が
ス
タ
ー

ト
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
55

人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露

し
た
。
ま
た
踊
り
の
部
で

は「
恋
の
花
が
さ
・
越
中
お

わ
ら
節
」が
花
を
添
え
た
。

　

木
本
さ
ん
に
歌
手
に
な

り
た
か
っ
た
一
番
の
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
余
生

を
自
分
自
身
と
周
り
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
歌
を
楽
し

み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ど
う
せ
な
ら
ア
マ
チ
ュ
ア

で
は
な
く
、
プ
ロ
歌
手
デ

ビ
ュ
ー
が
夢
で
し
た
」。

　

Ｃ
Ｄ
２
枚
目
の
発
売
は

８
月
の
予
定
。
問
い
合
わ

せ
は
木
本
勝
治
音
楽
事
務

所
（
☎
０
７
２
―
９
８
２

―
７
０
６
５
）
へ
。

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

介護世帯のリフォーム
ならおまかせください
介護世帯のリフォーム
ならおまかせください
・とても助かる「手すり」の設置
・車いすが移動しやすいバリア
フリー工事
・トイレのウオッシュレット交
換工事
・大規模な家屋の改修
どのようなご要望にも応じます。
お気軽にご相談ください。

東大阪市菱江1―16―3
☎072―960―3725
y-kitano@3-arrow.com
担当：北野喜広

お見積りは無料です。

㈱みつや

予防医療推進協会 理事長
認知症予防 専門士
日本認知症予防学会 会員
健康管理士 一級指導員（検定一級）

イキイキ健康教室

主催：一般社団法人主催：一般社団法人 予防医療推進協会

月 日（金） ： ～ ： 若江
岩田駅前リージョンセンター  「く
すのきプラザ」

第一部：イキイキ体験イベント
第二部：認知症予防セミナー
第三部：姿勢を良くする、かんたん健康法

第第 部：認知症予防セミナー

第第 部部部・部・ 部部部：イキイキ体験イベント

～認知症予防は先ず認知症を知ることから～

昨今、世界的にも大きな問題になっている
認知症を一人でも少なく、

また進行が一日でも遅くなるように予防に
対して、お役に立ちたいと思っております。

日（金） ： ～ ： 若江

ご来場いただいた方にもれなく素敵な賞品を差し上げます！

参加型・体験型の盛りだくさん！

松茂良 興治

第第 部：部：姿勢を良くする、かんたん健康法

ココ

森井 隆喜
柔道整復師。株式会社ニュ
ーアシスト代表取締役。森井
整骨院、せせらぎ整骨院総
院長。日本水素療法協会会
長、一般社団法人予防医療
推進協会理事。姿勢歩行指
導トレーナー。

●認知症チェック ●姿勢測定 ●血管年令測定 ●認知症予防パズルなど

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
の
外
観

　
「
ひ
ま
わ
り
パ
ッ
カ
ー
車
を
見
る
と
、

な
ん
だ
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に
な

り
ま
す
」。
そ
ん
な
声
を
し
ば
し
ば
耳
に

す
る
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ッ
カ
ー
車
を
走
ら
せ
て

い
る
の
は
、
北
本
紙
業
株
式
会
社
（
北
本

則
子
社
長
）
だ
。
常
務
取
締
役
の
北
本
か

お
り
さ
ん
（
40
）
が
発
案
し
た
。
ひ
ま
わ

り
が
好
き
で
、
パ
ッ
カ
ー
車
に
描
く
と
、

華
や
か
に
な
っ
て
、
街
を
明
る
く
す
る
と

考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
会
社
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
も
考
え
て
の
上
だ
。

　

北
本
か
お
り
さ
ん
は
東
大
阪
大
学
短
期

大
学
部
卒
業
後
、
資
生
堂
で
美
容
部
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
父
親
が
食
道
癌

を
患
い
59
歳
と
い
う
若
さ
で
他
界
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
家
業
を
手
伝
う
べ
く
同

社
に
入
っ
た
。
31
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

　

す
で
に
２
つ
上
の
姉
、
里
絵
さ
ん
が
会

社
に
入
り
事
務
を
手
伝
っ
て
い
た
。
明
る
く
活
発

な
性
格
の
か
お
り
さ
ん
は
、
入
社
後
す
ぐ
に
営
業

を
担
当
す
る
こ
と
に
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
な
い
ま
ま
無
我
夢
中
に
営

業
活
動
し
て
い
る
と
き
に
、
取
引
先
で
あ
る
高
田

紙
器
株
式
会
社
の
高
田
祥
宏
社
長
か
ら
八
尾
商
工

会
議
所
青
年
部
に
誘
わ
れ
入
会
。
初
め
は
様
子
が

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
委
員
会
活
動
を
す
る
な
か

で
、
次
第
に
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
同
年
代
の
経
営
者
と
接
す
る
う
ち
に
、
会
社

経
営
の
全
体
像
が
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
分
か
る
よ
う
に
。

　

か
お
り
さ
ん
は
、
ま
ず
会

社
の
車
を
変
え
よ
う
と
考
え

た
。
ひ
ま
わ
り
パ
ッ
カ
ー

車
２
台
、
ひ
ま
わ
り
平
ボ

デ
ィ
ー
車
１
台
、
ひ
ま
わ
り

箱
バ
ン
１
台
を
導
入
し
て
、

走
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
チ

ラ
シ
を
作
っ
て
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
。
創
業
時
か
ら
い
る
心
強

い
赤
坂
直
規
営
業
部
長
も
手

伝
っ
て
く
れ
た
。や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
。

今
、
よ
う
や
く
会
社
が
進
む
べ
き
道
が
分
か
り
始

め
て
き
た
。

　

今
年
で
創

業
34
年
。
激

変
す
る
社
会
の
な
か
で
、
か
お
り
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
だ
ろ
う
。「
今

日
が
最
高
の
１
日
」
と
話
す
か
お
り
さ
ん
の
笑
顔

は
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

ひ
ま
わ
り
パ
ッ
カ
ー
車
の
前
で
、
北
本
里
絵
主
任

（
左
）
と
北
本
か
お
り
常
務
取
締
役

北本紙業株式会社

ひ
ま
わ
り
パ
ッ
カ
ー
車
で
街
を
明
る
く

北本紙業株式会社
本社東大阪市池島町２ー２ー18
TEL072－986－3991
八尾営業所 八尾市東山本町８－
６－37－302
TEL072－920－7281

関西初！ 障害者・高齢者複合施設
エバーグリーン  竣工式

東大阪市荒本西３―２―８
TEL06－6618－9848
FAX06－6618－9858
http://www.young-green.or.jp/

　関西初の障害者・高齢者複合施設エバーグリーンが完成し、４月
２日に竣工式が開かれた。来賓・関係者・利用者・保護者・職員ら約
150人が集い、盛大な竣工式となった。

熱
唱
す
る
木
本
勝
治
さ
ん

左から名倉学さん、満田要さん、REIKOさん、福岡琢弥さん、木本勝治さん

CD・カセットテープ各定価1,234円（税込み）
木本勝治音楽事務所（☎072-982-7065）

社会福祉法人ヤンググリーン



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年４月１５日（金）

ウクライナ・ウィーク2016開催
チェルノブイリ30年、福島５年

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
生
活
文

化
」（
マ
リ
ア
・
ト
ル
コ

ト
さ
ん
）。

　
「
こ
ど
も
平
和
展
」
は
大

阪
の
ほ
か
名
古
屋
、
南
相

馬
、
伊
那
で
も
開
か
れ
た
。

　

東
京
で
は
４
月
15
日
〜

17
日
紀
伊
國
屋
書
店
新
宿

本
店
（
☎
０
３
―
３
３
５

４
―
０
１
３
１
）
で
、
静

岡
で
は
４
月
22
日
〜
24
日

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
３
（
☎
０
５
４
―
２

０
３
―
５
７
１
３
）
で
、

京
都
で
は
４
月
26
日
〜
５

月
１
日
京
都
市
国
際
交
流

会
館
（
☎
０
７
５
―
７
５

２
―
３
０
１
０
）
で
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
各
会
場
へ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
」（
ガ
リ

ナ
・
ヴ
ォ
エ
ヴ
ィ
ド
カ
さ

ん
）、
29
日
は
「
国
民
的

詩
人
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
」

（
須
田
エ
フ
ゲ
ー
ニ
ヤ
さ

ん
）、
30
日
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
政
治
と
経
済
」（
岡

部
芳
彦
さ
ん
）、
31
日
は

　

運
命
は
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
が
、
人
と
歴
史
も
結
び
つ
け
る
。

今
年
３
月
に
大
阪
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
６
」
を
開

く
こ
と
が
決
ま
り
、
親
友
の
ア
ン
ド
リ
イ
君
と
そ
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
い
と
思
い
連
絡
を
取
っ
た
。「
タ
イ
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
な

い
か
」
と
ア
ン
ド
リ
イ
君
が
思
い
が
け
な
い
提
案
を
す
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
初
の
国
費
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
ア
ン
ド
リ
イ
君

は
、
山
口
大
学
を
始
め
早
稲
田
大
学
、
京
都
大
学
、
京
都
大
学
大
学

院
で
学
び
、
経
済
博
士
号
を
取
得
。
現
在
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
そ
の

才
能
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ド
リ
イ
君
と
の
出
会
い
は
11
年
前
に
遡
る
。
日
本
ウ
ク
ラ
イ

ナ
文
化
交
流
協
会
設
立
の
た
め
、
２
０
０
５
年
１
月
に
私
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
へ
赴
任
し
た
。
赴
任
し
て
す
ぐ
キ
エ
フ
の
街
角

で
ア
ン
ド
リ
イ
君
と
出
会
っ
た
。
彼
は
日
本
か
ら
ち
ょ
う
ど
帰
国
し

た
ば
か
り
。
日
本
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
行
っ
た
日
本
人
と
日
本
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
帰
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
出
会
い
、
馬
が
合
っ
て
仲

良
く
な
っ
た
。

　

こ
の
縁
を
取
り
持
っ
て
く
れ
た
の
は
、
昨
年
キ
エ
フ
で
客
死
し
た

伝
説
の
言
語
学
者
平
湯
拓
先
生
だ
。
上
智
大
学
で
ロ
シ
ア
語
を
学
ん

だ
平
湯
先
生
は
ロ
シ
ア
語
通
訳
と
し
て
活
躍
す
べ
く
夢
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
た
が
、
運
命
の
い
た
ず
ら
だ
ろ
う
、
鹿
島
建
設
か
ら
語
学

の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
東
ド
イ
ツ
に
赴
任
。
そ
こ
で
通
訳
と
し
て
活

躍
す
る
。
男
気
が
あ
り
、
し
か
も
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
性
格
で
、

恋
多
き
日
々
を
送
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
ロ
シ
ア
人
の
音
楽
家
と
恋

に
落
ち
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
恋
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
に
よ
っ
て
引
き
裂

か
れ
る
こ
と
に
…
…
。

　

ア
ン
ド
リ
イ
君
と
は
、今
で
は
家
族
ぐ
る
み
で
仲
良
く
し
て
い
る
。

彼
は
世
界
中
を
旅
し
て
お
り
、
私
に
と
っ
て
旅
の
師
匠
だ
。
年
齢
は

４
つ
下
だ
が
、
旅
の
経
験
は
遥
か
に
彼
の
方
が
勝
っ
て
お
り
、
私
は

教
え
を
請
う
ば
か
り
だ
。
数
年
前
、
ア
ン
ド
リ
イ
家
族
と
一
緒
に
イ

ン
ド
の
聖
地
巡
り
を
し
た
。
実
に
愉
快
な
旅
で
、
す
っ
か
り
イ
ン
ド

に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
度
は
タ
イ
か
！　

小
躍
り
し
た
。

　

早
速
、
妻
彩あ

綺き

に
話
す
と
、
笑
顔
で
飛
び
上
が
っ
た
。
妻
も
旅
好

き
だ
。

　
「
タ
イ
は
、
妻
も
僕
も
初
め
て
な
ん
だ
」
と
ア
ン
ド
リ
イ
君
に
ス

カ
イ
プ
で
話
す
と
、「
日
本
か
ら
近
い
の
に
、
ど
う
し
て
タ
イ
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
ん
だ
。
と
っ
て
も
い
い
国
だ
よ
」
と
驚
か
れ
た
。
ア

ン
ド
リ
イ
家
族
は
１
カ
月
半
ほ
ど
タ

イ
に
滞
在
し
て
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む

と
い
う
。「
仕
事
が
あ
る
の
で
、
１

週
間
が
限
度
か
な
」
と
言
う
と
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
、
仕
事
は
ど

こ
で
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
呆

れ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
１
週
間
で
楽
し
め
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
を
い
ろ
い
ろ
と

探
し
て
く
れ
た
。
決
定
し
た
の
が
、

チ
ャ
ン
グ
島
だ
。
日
本
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
ア
ン
ド
リ
イ
君
が
す
す
め
る
の

で
、
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
と
安
心

し
て
、
タ
イ
へ
出
発
。
エ
ア
ア
ジ
ア
と
い
う
格
安
飛
行
機
で
関
西
空

港
を
飛
ん
だ
。
１
人
往
復
５
万
円
、
夫
婦
で
10
万
円
。

　

夜
中
０
時
過
ぎ
に
関
西
空
港
を
飛
び
、
バ
ン
コ
ク
の
ド
ン
ム
ア
ン

空
港
に
早
朝
４
時
着
。
バ
ン
コ
ク
は
日
本
よ
り
２
時
間
遅
れ
て
い
る

の
で
、
６
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
だ
。
空
港
で
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
、
ア
ン

ド
リ
イ
君
に
教
わ
っ
た
通
り
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
「
聖
地
」
で
あ

る
カ
オ
サ
ン
・
ロ
ー
ド
に
着
く
。
朝
一
番
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
く
ホ

テ
ル
「
ラ
ン
ブ
リ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
へ
。
フ
ロ
ン
ト
で
し
ば
ら

く
待
つ
と
、
朝
６
時
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
旅
行
客
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
な
の
で
、

大
皿
に
次
々
と
食
事
を
盛
る
。
タ
イ
へ
来
る
ま
で
胃
痛
で
倒
れ
こ
ん

で
い
た
妻
を
見
る
と
、
私
以
上
に
皿
に
食
事
を
盛
っ
て
い
る
。
転
地

療
法
だ
ろ
う
か
、
妻
の
顔
色
が
い
い
。
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
と
、
妻
は

バ
ク
バ
ク
食
べ
て
い
る
。
胃
痛
は
す
っ
か
り
よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

食
事
を
終
え
、
ホ
テ
ル
近
く
の
小
さ
な
旅
行
会
社
へ
行
き
、「
チ
ャ

ン
グ
島
へ
の
バ
ス
は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
青
年
が
「
オ
ッ

ケ
ー
、
オ
ッ
ケ
ー
」
と
明
る
く
応
対
し
て
く
れ
る
。
提
示
さ
れ
た
お

金
を
渡
す
と
、
指
先
が
な
い
手
で
受
け
取
る
。
驚
い
た
私
に
気
付
い

た
の
か
、
彼
は
さ
ら
に
明
る
く
「
オ
ッ
ケ
ー
、
オ
ッ
ケ
ー
！
」
と
笑

顔
で
私
の
目
を
覗
き
込
ん
だ
。

　

程
な
く
し
て
１
人
の
お
じ
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
。付
い
て
い
く
と
、

大
型
バ
ス
が
待
っ
て
い
る
。
す
で
に
大
勢
が
乗
り
込
ん
で
お
り
、
２

席
だ
け
空
い
て
い
た
。
そ
こ
に
座
る
と
、
す
ぐ
に
出
発
。
お
じ
さ
ん

は
「
あ
な
た
た
ち
は
運
が
良
い
よ
。
２
席
空
い
て
い
て
、
よ
か
っ
た

ね
」
と
言
い
な
が
ら
見
送
っ
て
く
れ
た
。

　

バ
ス
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
斜
め
横
に
座
っ
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
人
２
人
組
が
い
か
つ
い
。
力
士
級
の
体
格
で
、
体
じ
ゅ
う

に
刺
青
が
入
っ
て
い
る
。
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
と
短
パ
ン
な
の
で
、
刺
青

が
よ
く
目
立
つ
。
年
齢
は
60
前
だ
ろ
う
か
。
し
ゃ
が
れ
声
で
、
ニ
タ

ニ
タ
し
な
が
ら
話
し
か
け
て
く
る
。
妻
は
完
全
に
怯
え
、
私
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
。「
バ
ス
か
ら
降
り
た
途
端
、
ピ
ス
ト
ル
で
撃
た
れ

た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
泣
き
そ
う
な
声
で
言
う
。「
撃
た
れ
た
ら
痛

い
だ
ろ
う
」
と
冗
談
を
言
う
と
、
妻
は
震
え
上
が
り
、
目
を
閉
じ
た
。

　

実
際
は
何
も
な
く
、
６
時
間
か
け
て
港
へ
到
着
。
し
ば
ら
く
待
っ

て
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
む
。
古
い
フ
ェ
リ
ー
だ
。
船
全
体
が
錆
付

い
て
い
て
、
老
朽
化
が
ひ
ど
い
。

　

船
が
出
て
、
風
に
当
た
っ
て
い
る
と
、
心
地
よ
い
。
船
の
古
さ

も
忘
れ
、
船
内
売
店
で
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買

い
、
ほ
お
ば
る
。
店
員
は
可
愛
ら
し
い
服
を
着
て
化
粧
を
し
て
い
る

が
、
明
ら
か
に
男
性
だ
。
喉
仏
が
あ
り
、
鼻
の
下
に
う
っ
す
ら
と
髭

が
生
え
て
い
る
。
異
常
な
ほ
ど
艶
か
し
い
店
員
か
ら
買
っ
た
ア
イ
ス

テ
ィ
ー
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
は
異
国
の
味
が
し
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
し
て
チ
ャ
ン
グ
島
に
到
着
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
１
時

間
ほ
ど
乗
っ
て
、
ア
ン
ド
リ
イ
君
と
の
待
ち
合
わ
せ
の
ホ
テ
ル
に
到

着
。
ア
ン
ド
リ
イ
君
、
奥
さ
ん
の
タ
ー
ニ
ャ
、
も
う
す
ぐ
６
歳
に
な

る
娘
ヴ
ェ
ダ
ー
ナ
が
迎
え
て
く
れ
た
。
半
年
ぶ
り
の
再
会
。
固
い
握

手
を
し
て
、
ハ
グ
。

　

彼
ら
は
１
週
間
ほ
ど
前
に
タ
イ
に
来
て
お
り
、
方
々
を
探
し
て
、

チ
ャ
ン
グ
島
で
一
番
美
し
い
景
色
が
見
え
る
ホ
テ
ル
で
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。

　

着
い
た
と
き
に
は
も
う
日
が
暮
れ
て
い
た
が
、
ホ
テ
ル
の
中
に
あ

る
プ
ー
ル
で
ひ
と
泳
ぎ
し
て
か
ら
、
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
店
先
に

は
獲
れ
た
て
の
海
の
幸
が
並
べ
ら
れ
て
あ
る
。
選
ぶ
と
、
そ
の
場
で

調
理
し
て
く
れ
る
。
ア
ツ
ア
ツ
を
口
に
入
れ
る
と
、
新
鮮
な
食
材
と

ス
パ
イ
ス
が
絡
み
合
い
、
口
の
中
で
乱
舞
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
旅
行
客
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
、料
理
は
ど
れ
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

あ
ま
り
の
美
味
し
さ
に
、
次
々
と
注
文
し
て
し
ま
い
、
テ
ー
ブ
ル
は

溢
れ
ん
ば
か
り
に
。

　
「
タ
イ
は
こ
れ
が
最
高
で
す
よ
」
と
言
い
な
が
ら
、
タ
ー
ニ
ャ
は

椰
子
の
実
に
突
き
刺
し
た
ス
ト
ロ
ー
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
を
吸
っ
て
い

る
。
飲
ま
せ
て
も
ら
う
と
、
う
っ
と
り
す
る
味
。
妻
も
気
に
入
り
、

椰
子
の
実
を
追
加
注
文
し
た
。

　

食
事
を
と
り
な
が
ら
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
６
」

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
。
ア
ン
ド
リ
イ
君
は
「
典
型
的
な
ウ
ク
ラ

イ
ナ
文
化
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
、
本
当

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
を
紹
介
す
る
時
が
き
た
よ
」と
口
火
を
切
っ
た
。

私
も
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

を
設
立
し
て
今
年
で
11
年
。
こ
れ
ま
で
は
典
型
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文

化
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
こ
ら
で
、
ぐ
っ
と
掘
り
下
げ
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
今
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
30
年
、
福
島
５
年
と
い
う
節
目
な
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
生

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
日
本
に
紹
介
し
た
い
、
と
い
う
内
容
を
話
す
と
、

ア
ン
ド
リ
イ
君
は
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終
わ
り
、
次
の
日
か
ら
は
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む

こ
と
に
。
朝
か
ら
海
へ
入
り
、
夕
方
ま
で
ゆ
っ
く
り
泳
い
だ
。
水
が

ス
ー
プ
の
よ
う
に
温
か
く
ま
ろ
や
か
で
、
長
く
浸
か
っ
て
い
て
も
寒

く
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
心
地
よ
い
。

　

チ
ャ
ン
グ
島
３
日
目
は
象
に
乗
る
こ
と
に
し
た
。
チ
ャ
ン
グ
と
は

タ
イ
語
で
「
象
」
を
表
す
。
通
り
で
こ
の
島
に
は
象
が
多
く
い
る
。

　

象
は
実
に
賢
い
動
物
だ
。
私
た
ち
を
乗
せ
て
、
森
の
中
を
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
背
中
に
乗
っ
て
い
る
私
た
ち
の
息
遣
い
に
合
わ

せ
な
が
ら
。

　

私
た
ち
の
前
を
歩
く
象
の
背
中
に
乗
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
人
が
サ

ン
グ
ラ
ス
を
落
と
し
た
。
す
ぐ
に
象
は
気
付
き
、
鼻
を
長
く
伸
ば
し

て
サ
ン
グ
ラ
ス
を
拾
い
、
乗
客
に
渡
す
。
そ
の
見
事
さ
に
思
わ
ず
手

を
叩
い
た
。

　

チ
ャ
ン
グ
島
４
日
目
は
ボ
ー
ト
で
無
人
島
巡
り
。
半
日
か
け
て
４

島
を
巡
っ
た
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
、ど
こ
ま
で
も
青
い
空
。

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
す
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
魚
た
ち
が
自
由
自
在

に
体
を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
泳
い
で
い
る
。
龍
宮
城
の
世
界
が
目
の
前

に
広
が
る
。
い
つ
ま
で
見
て
い
て
も
、
見
飽
き
な
い
。

　

チ
ャ
ン
グ
島
滞
在
の
記
録
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
し
続
け

て
い
る
と
、
私
の
職
親
で
あ
る
新
風
書
房
の
福
山
琢
磨
社
長
か
ら
書

き
込
み
が
あ
っ
た
。「
せ
っ
か
く
タ
イ
へ
行
っ
て
い
る
の
な
ら
、
泰

緬
鉄
道
に
乗
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」。
そ
の
書
き
込
み
を
見
た
と
き
、

新
風
書
房
在
籍
中
に
編
集
し
た
ミ
ク
ー
ル
・
ブ
ル
ッ
ク
著
・
小
野
木

洋
之
訳
「
ク
ワ
イ
河
の
虜
」（
新
風
書
房
）
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
、

チ
ャ
ン
グ
島
滞
在
を
１
日
削
り
、
泰
緬
鉄
道
に
乗
る
こ
と
に
し
た
。

　

チ
ャ
ン
グ
島
５
日
目
の
朝
、
ア
ン
ド
リ
イ
家
族
と
別
れ
、
バ
ス
で

バ
ン
コ
ク
へ
。
帰
り
は
ミ
ニ
バ
ス
を
使
っ
た
。
安
宿
を
見
つ
け
荷
物

を
置
き
、
旅
行
会
社
へ
。
泰
緬
鉄
道
ツ
ア
ー
の
切
符
を
購
入
。

　

翌
朝
、
ホ
テ
ル
の
前
ま
で
ミ
ニ
バ
ス
が
迎
え
に
き
て
く
れ
た
。
す

で
に
数
人
乗
っ
て
い
る
。
３
時
間
か
け
て
カ
ー
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
に

到
着
。
犠
牲
者
の
墓
を
参
り
、戦
争
博
物
館
へ
。
展
示
物
を
見
た
り
、

説
明
文
を
読
み
な
が
ら
泰
緬
鉄
道
に
つ
い
て
再
び
考
え
る
機
会
を
得

た
。

　

泰
緬
鉄
道
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
軍
が
タ
イ
（
泰
）
と

ビ
ル
マ
（
緬め

ん
で
ん甸
、
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
を
結
ぶ
た
め
に
敷
設
し
た
鉄

道
で
４
１
５
キ
ロ
メ
ー
ル
あ
る
。
１
９
４
２
年
秋
か
ら
１
年
で
完
成

さ
せ
た
。正
式
に
は
泰
緬
連
接
鉄
道
と
い
う
。日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ

た
イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、オ
ラ
ン
ダ
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
兵
士
を
建
設
作
業
に
従
事
さ
せ
、
さ
ら
に
工
事
労
働

者
と
し
て
タ
イ
人
、
ビ
ル
マ
人
、
マ
ラ
ヤ
人
、
イ
ン
ド
人
、
ジ
ャ
ワ

人
、
華
僑
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を
集
め
て
建
設
工
事
に
投
入
し
た
。
こ
の

地
域
は
世
界
有
数
の
多
雨
地
域
で
、
険
し
い
山
岳
地
帯
や
密
林
が
あ

り
、
マ
ラ
ニ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
コ
レ
ラ
、
熱
帯
性
潰
瘍
な
ど
熱
帯
病

の
巣
窟
で
あ
る
。そ
の
上
、短
時
間
で
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
命
が
奪
わ
れ
た
。
１
９
５
７
年
の

イ
ギ
リ
ス
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」（
デ
ビ
ッ
ト
・
リ
ー
ン
監
督
）

で
泰
緬
鉄
道
は
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
タ
イ
へ
出
発
す
る
半
年
ほ
ど
前
、
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
映
画
「
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ　

運
命
の
旅
」（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
テ
プ

リ
ツ
キ
ー
監
督
）
を
夫
婦
揃
っ
て
偶
然
に
観
た
。
真
田
広
之
主
演
の

重
い
映
画
だ
っ
た
が
、
引
き
込
ま
れ
た
。
初
め
は
泰
緬
鉄
道
を
扱
っ

た
作
品
だ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
う

ち
に
気
付
い
た
。
戦
争
博
物
館
を
見
学
し
て
い
る
と
、
ふ
と
こ
の
映

画
の
場
面
場
面
が
脳
裏
に
蘇
っ
た
。

　

戦
争
博
物
館
見
学
後
、
い
よ
い
よ
泰
緬
鉄
道
に
乗
る
。
古
い
車
両

で
、
半
世
紀
以
上
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
車
両
に

は
エ
ア
コ
ン
が
付
い
て
お
ら
ず
、
窓
を
開
け
っ
放
し
で
ゴ
ト
ゴ
ト

走
っ
た
。
約
１
時
間
半
ほ
ど
列
車
に
揺
ら
れ
て
い
る
と
、
知
ら
ず
識

ら
ず
の
う
ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
ロ
シ
ア
に
進

駐
さ
れ
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
失
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
ロ
シ
ア
は
そ
れ

だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
攻
め
入
っ
た
。
激
戦
に
次

ぐ
激
戦
。
和
平
交
渉
を
無
視
し
た
ロ
シ
ア
の
蛮
行
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

苦
し
ん
で
い
る
。

　

い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
戦
争
は
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
車
窓
か
ら

見
え
る
長
閑
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住
む
友
人
の

笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
た
。

（「
國
の
支
え
」
第
66
号
よ
り
転
載
）

　

あ
れ
は
公
園
で
見
つ
け
た
。

　

そ
の
公
園
に
は
大
き
な
滑
り
台
が
あ
っ
た
。
横
幅
の
大

き
な
鉄
灰
色
の
そ
れ
は
、
冷
た
く
、
重
た
い
印
象
。
否
が

応
で
も
子
ど
も
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
。
巨
大
な
カ
バ

が
口
を
開
け
て
い
る
、
な
ん
て
い
う
の
は
ま
だ
か
わ
い
く

て
、
そ
れ
よ
り
恐
ろ
し
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
ペ

ン
キ
が
は
げ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
公
園
へ
行
く
時
は
母
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。

一
人
で
行
く
に
は
、
幼
い
僕
に
は
あ
ま
り
に
遠
過
ぎ
る
。

母
が
友
人
と
会
う
時
、
僕
も
一
緒
に
つ
い
て
い
く
。
そ
れ

が
嬉
し
か
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。た
だ
、今
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
る
。

　

公
園
は
河
川
敷
の
堤
防
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
斜

面
に
は
大
き
な
木
が
何
本
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

木
々
の
枝
葉
が
厳
し
い
日
差
し
を
和
ら
げ
、
陰
を
作
る
。

そ
の
場
所
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
き
、
母
と
母
の
友
人

た
ち
は
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

す
る
。

　

あ
の
大
き
な
滑
り
台
が
苦
手
だ
っ
た
僕
は
、
他
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
せ
ず
、
一
人
で
草
む
ら
に

入
っ
て
昆
虫
観
察
を
し
て
い
た
。
同
色
の
草
に
交
じ
り
カ

マ
キ
リ
が
大
き
な
鎌
を
持
ち
上
げ
て
こ
ち
ら
を
威
嚇
し
て

い
る
。
僕
は
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
て
そ
れ
を
カ
マ
キ
リ
の
口

元
へ
差
し
出
し
た
。
し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
た
が
、

素
早
く
鎌
を
引
き
下
げ
、
バ
ッ
タ
を
挟
み
、
そ
の
肉
に
牙

を
立
て
た
。
僕
は
瞬
き
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
そ
の
光
景
に

見
入
っ
た
。「
き
ぃ
き
ぃ
」
と
悲
鳴
に
似
た
声
を
上
げ
た

バ
ッ
タ
は
身
を
の
け
反
ら
せ
る
。
己
の
意
志
で
足
を
曲
げ

た
の
か
、
カ
マ
キ
リ
の
牙
の

食
い
込
み
で
足
が
曲
が
っ
た

の
か
は
分
か
ら
な
い
。
呼
吸

す
る
よ
う
な
柔
ら
か
い
腹
の

伸
縮
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ

て
い
く
。
そ
し
て
動
か
な
く

な
る
。
死
ん
だ
。「
死
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
バ
ッ

タ
に
痛
み
を
感
じ
る
感
覚
が

あ
る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、

も
は
や
そ
れ
は
動
か
な
い
。

鎌
に
挟
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
逃

げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
が
、
確
実
に
そ
れ
は
別
の

も
の
と
な
っ
て
い
た
。
枯
葉

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
変
わ
ら

な
い
、
た
だ
の
「
も
の
」
に
。

　

そ
の
変
化
し
て
い
く
様
子

を
見
て
い
る
と
、
僕
の
内
側
か
ら
は
ぞ
く
ぞ
く
す
る
も
の

が
こ
み
上
げ
て
く
る
。「
死
ぬ
」
こ
と
は
、た
だ
の
「
も
の
」

に
な
る
の
だ
。
そ
の
不
思
議
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。
僕
の

ま
っ
す
ぐ
な
眼
差
し
を
カ
マ
キ
リ
は
複
眼
の
奥
に
あ
る
黒

い
眼
で
睨
ん
で
い
た
。「
も
の
」
と
化
し
た
バ
ッ
タ
の
羽

は
く
し
ゃ
り
と
乱
れ
、
黄
色
い
汁
が
滲
む
。
そ
の
ま
ま
カ

マ
キ
リ
は
そ
れ
の
首
元
を
噛
み
ち
ぎ
り
、
む
し
ゃ
む
し
ゃ

と
音
を
立
て
て
肉
を
食
べ
た
。
草
を
臼
で
す
り
潰
し
た
匂

い
。
そ
し
て
薬
液
の
よ
う
な
目
に
沁
み
る
よ
う
な
匂
い
が

鼻
を
刺
し
た
。
食
し
な
が
ら
も
カ
マ
キ
リ
は
依
然
と
し
て

僕
の
こ
と
を
睨
み
続
け
た
。

　

な
ま
あ
た
た
か
い
風
が
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
僕
は
そ
の

場
所
か
ら
離
れ
、
垣
根
を
作
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
岩
に

腰
を
下
ろ
し
た
。
そ
こ
は
ま
る
で
絨
毯
を
ひ
い
た
よ
う
に

木
の
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま

ま
に
、
足
で
落
ち
葉
を
す
く
い
あ
げ
た
。
ガ
サ
ガ
サ
と
乾

燥
し
た
葉
と
湿
っ
た
葉
が
重
な
る
。
そ
の
中
に
何
か
黒
い

も
の
が
見
え
た
。
昆
虫
だ
。
一
瞬
視
界
に
入
っ
た
そ
れ
は

す
ぐ
に
違
う
枯
葉
の
中
に
身
を
隠
し
た
。
僕
は
そ
っ
と
息

を
忍
ば
せ
、
両
手
で
や
わ
ら
か
く
枯
葉
を
掻
き
わ
け
た
。

す
る
と
黒
く
美
し
い
容
姿
を
し
た
昆
虫
が
姿
を
現
し
た
。

甲
殻
に
は
光
沢
が
あ
り
、ど
こ
か
ク
ワ
ガ
タ
に
似
て
い
る
。

動
き
が
鈍
く
、
簡
単
に
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
と

い
う
名
前
の
虫
だ
ろ
う
？　

僕
の
気
分
は
高
揚
し
た
。
す

ぐ
に
家
に
帰
っ
て
父
に
見
せ
た
い
。

　

僕
は
か
け
足
で
母
の
い
る
場
所
へ
戻
り
、
虫
カ
ゴ
の
代

わ
り
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
も
ら
っ
た
。
先
ほ
ど
捕
ま
え
た
ば

か
り
の
名
を
知
ら
ぬ
黒
い
昆
虫
を
中
へ
入
れ
た
。
動
き
が

遅
い
の
で
愛
ら
し
い
。
僕
は
袋
の
口
を
固
く
握
っ
て
、
も

う
一
度
先
ほ
ど
の
場
所
へ
戻
り
、
枯
葉
を
掻
き
わ
け
た
。

い
く
ら
か
探
し
て
い
る
と
も
う
一
匹
同
じ
昆
虫
を
発
見
し

た
。
そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中
に
入
れ
て
母
の
元
へ
戻
っ

た
。

　

母
が
友
人
た
ち
と
話
し
て
い
る
間
、
僕
は
シ
ー
ト
の
上

で
袋
を
覗
き
込
み
、
二
匹
の
黒
い
昆
虫
が
も
ぞ
も
ぞ
と
動

く
様
子
を
眺
め
て
い
た
。
た
ま
に
手
に
取
っ
て
腹
の
部
分

や
顔
の
部
分
を
観
察
す
る
。
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
切
れ
端

を
や
る
と
美
味
し
そ
う
に
食
べ
た
。
僕
は
嬉
し
か
っ
た
。

早
く
父
に
こ
の
虫
の
こ
と
を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。
も
し

か
す
る
と
父
も
知
ら
な
い
昆
虫
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思

う
だ
け
で
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
た
。

　

家
に
帰
る
と
、
黒
い
昆
虫
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
口
を
縛
っ

た
ま
ま
玄
関
に
置
い
て
、
父
の
帰
り
を
待
っ
た
。

　

風
呂
か
ら
あ
が
っ
て
も
父
は
ま
だ
帰
ら
な
い
。
こ
ん
な

に
も
父
の
帰
り
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

よ
う
や
く
父
は
帰
っ
て
き
た
。
僕
は
玄
関
に
走
っ
た
。

　
「
お
か
え
り
、
父
さ
ん
。
今
日
公
園
で
見
た
こ
と
も
な

い
昆
虫
を
捕
ま
え
た
よ
」

　

父
は
「
そ
う
か
、
そ
う
か
」
と
頷
き
な
が
ら
笑
顔
を
見

せ
、
背
広
を
脱
ぎ
な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
へ
と
向
か
っ
た
。
高

揚
し
て
い
る
僕
が
可
笑
し
い
の
か
、
半
ば
呆
れ
た
よ
う
な

顔
で
「
見
せ
て
ご
ら
ん
」
と
言
っ
た
。
僕
の
右
手
に
は
す

で
に
二
匹
の
昆
虫
が
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
握
り
し
め
ら

れ
て
い
た
。
袋
の
中
で
昆
虫
が
ガ
サ
ガ
サ
と
音
を
立
て
、

動
い
て
い
る
の
が
分
か
る
。
胸
の
高
鳴
り
は
頬
を
赤
く
染

め
た
。
父
が
テ
ー
ブ
ル
の
椅
子
に
腰
を
か
け
る
。
そ
れ
と

同
時
に
僕
は
父
に
袋
を
渡
し
た
。「
ど
れ
」
と
言
い
な
が

ら
父
は
そ
の
縛
ら
れ
た
袋
の
口
を
ほ
ど
き
、中
を
覗
い
た
。

　

そ
の
瞬
間
父
の
顔
色
が
変

わ
っ
た
。
そ
し
て
そ
ば
に
あ
っ

た
新
聞
紙
を
掴
む
と
、
袋
ご
と

叩
き
つ
け
た
。
そ
の
瞬
間
、
中

の
二
匹
の
虫
が
一
斉
に
飛
び
出

し
た
。
二
匹
の
虫
は
昼
間
の
鈍

い
動
き
と
は
違
い
、
凄
ま
じ
い

ほ
ど
に
俊
敏
で
あ
っ
た
。
一
匹

は
地
面
を
這
い
、
も
う
一
匹
は

壁
を
這
っ
た
。
父
は
地
面
を
逃

げ
る
虫
に
狙
い
を
定
め
、
力
任

せ
に
新
聞
紙
を
叩
き
つ
け
た
。

何
度
も
何
度
も
。
父
の
そ
の
形

相
は
大
人
の
怒
り
そ
の
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
そ
の
光
景
は
凄

惨
た
る
も
の
だ
っ
た
。
黒
い
虫

は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
上
で
潰
れ

た
。
中
か
ら
白
と
黄
色
の
液
体

が
飛
び
出
し
て
い
た
。
父
は
も
う
一
匹
を
潰
し
に
か
か
っ

た
が
、
既
に
逃
げ
た
後
だ
っ
た
。

　

言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
父
は
怒
り
の
混
じ
っ
た
哀
れ
な

表
情
で
僕
を
一
瞥
し
、
何
枚
か
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
潰
れ
た

黒
い
虫
を
拭
い
取
っ
て
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
た
。
そ
し
て
何
も

言
わ
ず
風
呂
場
へ
行
っ
た
。

　

何
が
起
き
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
と
に
か
く

恐
ろ
し
か
っ
た
。
父
の
豹
変
も
、
獰
猛
な
殺
戮
現
場
も
、

昼
間
あ
れ
ほ
ど
穏
や
か
だ
っ
た
黒
い
昆
虫
の
俊
敏
さ
も
、

内
部
か
ら
液
体
が
飛
び
出
し
て
潰
れ
た
様
子
も
、
バ
ラ
バ

ラ
に
な
っ
た
足
も
、
逃
げ
き
っ
た
も
う
一
匹
も
、
何
も
語

ら
な
い
父
も
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
切
れ
端
を
や
っ
た
自

分
自
身
も
、
何
も
知
ら
ず
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
上
で
友
人

と
話
を
し
て
い
た
母
も
、
何
も
か
も
が
恐
ろ
し
か
っ
た
。

と
に
か
く
分
か
っ
た
こ
と
は
、
僕
は
い
け
な
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

　

そ
の
ま
ま
部
屋
に
入
り
、
布
団
を
被
っ
た
。
何
も
口
に

出
す
こ
と
も
な
く
、
原
因
も
解
決
策
も
考
え
な
い
ま
ま
。

津
波
の
よ
う
に
深
く
重
た
い
闇
が
部
屋
の
中
を
飲
み
込
ん

だ
。
恐
怖
に
言
葉
は
必
要
な
い
。
現
象
と
し
て
そ
こ
に
あ

る
こ
と
が
恐
怖
で
あ
る
。
こ
の
理
解
で
き
な
い
一
連
の
出

来
事
が
い
つ
ま
で
も
僕
の
中
で
わ
だ
か
ま
り
と

な
っ
て
闇
を
作
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
僕
は
素
早
い
動
き
を
す
る
虫
を
恐

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
ゴ
キ
ブ
リ
を
見
る

と
あ
の
父
の
恐
ろ
し
い
顔
を
思
い
出
す
。

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
６
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―④―

泰
緬
鉄
道
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
思
う

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長

ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
・
東
大
阪
新
聞
社
社
長

大
手
前
大
学
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
野
元
裕クワイ河鉄橋に立つ筆者

タンザニア駅

ノンブラドッグ駅

い
つ
も
身
辺
に
転
が
っ
て
い
た
昭
和
が
／
目
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
へ
押
し
込
ま
れ
て
し
ま
う
／／
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
昭
和
も
／

ぬ
り
つ
ぶ
し
た
昭
和
も
／
／
じ
つ
は　

わ
た
し　

昭
和
生
ま
れ

で
す
／
昭
和
に
産
み
落
と
さ
れ
た
／
落
と
し
子
な
の
で
す
／／

昭
和
の
蔵
入
れ
と
共
に
／
ま
た
あ
の
暗
闇
に
／
押
し
込
め
ら
れ

る
落
と
し
子
た
ち
／／
昭
和
を
押
し
込
ん
だ
／
諸
々
の
者
た
ち

は
／
浮
か
れ
て
い
る
の
か
／
諦
め
て
し
ま
っ
た
の
か
／
み
ん
な

手
を
あ
げ
て
い
る
／／
そ
し
て
到
来
す
る
／
新
し
い
は
ず
の
時

代
は
／
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
古
び
た
時
代
を
／
ま
た
繰
り
返
そ
う

と
し
て
い
る
だ
け
／／
耳
を
す
ま
せ
ば
／
蔵
の
中
か
ら
／
か
す

か
に
洩
れ
出
す
／
落
と
し
子
た
ち
の
／
心
の
声

詩
の
窓

蔵
入
れ
さ
れ
る
昭
和

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　

今
年
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
30
年
、
福
島
５
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
全
国
各

地
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

て
い
る
。

　

大
阪
で
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
・
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
６
〜
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
30

年
・
福
島
５
年 

こ
ど
も

平
和
絵
画
展
」
が
３
月
26

日
〜
31
日
近
鉄
百
貨
店
上

本
町
店
の
近
鉄
文
化
サ
ロ

ン
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）で
開
か
れ
た（
日

本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流

協
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ゼ
ム
リ
ャ

キ
の
共
催
、
在
日
本
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
使
館
が
後
援
）。

　

ロ
ン
ド
ン
在
住
の
日
本

語
教
師
稲
葉
廣
子
さ
ん

（
68
）
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
を
日
本
で
展
示
し
１

人
で
も
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
、
日

本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流

協
会
会
長
で
本
紙
社
長
の

小
野
元
裕
に
相
談
し
た
の

が
始
ま
り
。
近
鉄
百
貨
店

上
本
町
店
の
近
鉄
文
化
サ

ロ
ン
が
協
力
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、実
現
し
た
。

　

会
場
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
の
絵

30
点
、
福
島
の
子
ど
も
た

ち
の
絵
30
点
が
展
示
さ
れ

た
。

　

隣
の
部
屋
で
は
、
毎
日

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
す
る
講

演
会
が
開
か
れ
た
。
26
日

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
、
27
日
は
「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
映
画
上
映
・

講
演
」（
宮
腰
吉
郎
さ
ん
）、

28
日
は
「
旅
行
の
た
め
の

宮腰吉郎さん

ガリナ・ヴォエヴィドカさん

須田エフゲーニヤさん

岡部芳彦さん

マリア・トルコトさん

会場に訪れた田中誠太八尾市長（中央）と。
左は稲葉廣子さん、右は小野元裕本紙社長

打ち上げで記念撮影（日本料理笠置にて）

話
題
の
新
刊

今
、解
き
明
か
さ
れ
る

  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
の
内
幕
！

「
マ
イ
ダ
ン
革
命
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か

     　

  ―

ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
は
ざ
ま
で―

」

岡
部
芳
彦
著
（
神
戸
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

マ
イ
ダ
ン
革
命
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
日
本
で
最
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
人
物
の
一
人
で
あ
る
著
者

が
解
き
明
か
す
ユ
ー
ロ
・
マ
イ
ダ
ン
の
内
幕
！

ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
（
☎
０
７
２―

９
２
６―

５
１
３
４
）

　

  

Ａ
５
判
63
頁
、
定
価
５
４
０
円
（
税
込
み
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
３
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足
り
る
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
我
慢
で
も
諦
め
で

も
な
い
、
己
を
自
覚
し
た
想
念
と
行
為
で
あ
る
。
与

え
ら
れ
た
環
境
と
仕
事
に
対
し
て
は
全
力
を
挙
げ
て

こ
れ
に
当
た
る
。
そ
れ
は
欲
望
の
た
め
で
は
な
く
、

調
和
に
役
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
商
人
は
利
を
求
め

る
が
、
利
を
求
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

大
事
な
こ
と
は
求
め
て
得
た
利
益
を
ど
う
処
分
す
る

か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
自
分
の
た
め
に
だ
け
使

う
の
か
、
家
族
や
従
業
員
に
分
け
与
え
る
の
か
、
ま

た
不
幸
な
人
び
と
の
た
め
に
使
う
の
か
で
あ
る
。
足

り
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
た
ち
は
自
分
が
中
心
で
あ

り
、
人
の
こ
と
な
ど
は
一
切
構
わ
な
い
。
大
気
汚
染

や
河
川
の
汚
れ
、
公
害
等
は
、
企
業
エ
ゴ
が
そ
う
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
経
済
の
歯
車
は
こ
う
し
た
企
業

エ
ゴ
を
中
心
に
動
い
て
き
た
も
の
で
、
今
と
な
っ
て

は
ど
う
に
も
身
動
き
を
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
し
か
る
に
自
分
だ
け
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
や

が
て
そ
の
結
果
は
自
分
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。

　

仏
教
の
言
葉
に
諸
法
無
我
と
い
う
の
が
あ
る
。
諸

法
と
は
宇
宙
を
動
か
す
自
然
界
の
秩
序
を
保
っ
て
い

る
と
こ
ろ
の
神
理
で
あ
り
、
そ
し
て
一
切
の
物
は
す

べ
て
循
環
と
い
う
法
の
下
に
あ
る
。
循
環
と
い
う
秩

序
で
あ
る
。
無
我
と
は
意
志
が
な
い
と
い
う
の
で
は

な
く
、
自
分
勝
手
の
自
分
で
は
な
く
す
べ
て
公
平
無

私
の
中
道
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
法
に
欲

望
や
自
分
が
あ
っ
た
ら
法
に
な
ら
な
い
。
法
と
は
公

平
無
私
な
規
範
で
万
物
を
生
か
し
て
い
く
秩
序
で
あ

る
。
例
え
ば
太
陽
の
熱
・
光
に
好
き
嫌
い
の
感
情
が

あ
っ
た
ら
自
然
界
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
切
の

生
物
は
生
き
て
い
け
な
い
。
諸
法
無
我
、
つ
ま
り
森

羅
万
象
は
中
道
に
沿
っ
て
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い

る
。
私
た
ち
の
心
も
諸
法
無
我
に
沿
っ
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
中
道
か
ら

外
れ
れ
ば
外
れ
た
分
だ
け
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
五
官
六
根
の
み
に
頼
っ
た
生
活
、
あ
る
い
は
無

我
と
い
う
か
ら
と
い
っ
て
自
分
を
な
く
し
た
生
活
を

す
れ
ば
よ
い
と
考
え
た
ら
大
変
で
あ
る
。
意
志
の
な

い
法
・
秩
序
と
い
う
も
の
は
な
い
。
法
と
し
て
存
在

す
る
以
上
は
必
ず
そ
の
底
に
は
意
志
が
あ
り
、
そ
し

て
意
志
が
働
い
て
い
る
か
ら
秩
序
正
し
き
法
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
志
は
中
道
と
い
う
片
寄
ら

な
い
公
平
に
し
て
無
私
な
る
心
で
あ
り
、
万
物
を
生

か
し
得
る
心
な
の
で
あ
る
。

　

心
の
安
ら
ぎ
は
こ
う
し
た
中
道
に
向
か
っ
た
反
省

と
修
正
し
た
行
為
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
自
然

に
培
わ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

法
と
は
正
し
い
秩
序
を
い
う
。
水
は
低
い
と
こ
ろ

に
流
れ
、
高
き
に
流
れ
る
こ
と
は
な
い
。
低
き
に
流

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
理
に
か
な
い
、
自
然
の

秩
序
に
従
っ
て
い
る
。
さ
て
水
は
低
い
と
こ
ろ
に
流

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
清
ら
か
だ
。
自
然
の
条
理

に
従
い
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
流
れ
る
か

ら
清
く
澄
ん
で
い
る
。
例
え
ば
こ
の
水
が
流
れ
を
止

め
一
か
所
に
と
ど
ま
れ
ば
水
質
は
汚
れ
飲
み
水
の
用

に
さ
え
た
た
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
に
人
の
心
も
物

に
執
着
し
、
と
ら
わ
れ
が
多
く
な
る
と
、
心
は
汚
れ

物
の
よ
う
に
役
立
た
な
く
な
っ
て
く
る
。
ね
た
み
・

ぐ
ち
・
そ
し
り
・
怒
り
、
足
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
欲
望

は
執
着
の
表
れ
で
あ
る
。
執
着
が
あ
る
か
ら
心
に
こ

だ
わ
り
が
で
き
、
苦
し
み
を
作
る
。
法
と
は
心
に
執

着
を
持
た
ぬ
こ
と
、
ま
た
と
ら
わ
れ
を
作
ら
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
循
環
の
秩
序
で
あ
り
調
和
で
あ
り

中
道
の
心
で
あ
る
。
我
々
人
間
は
数
多
く
の
書
物
を

読
ん
だ
り
、
話
を
聞
い
た
り
、
そ
し
て
思
っ
て
い
る

こ
と
を
話
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
目
・
耳
・
口
を
通
し

て
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
吸
収
す
る
。
そ
し
て
そ
の
知
識

が
も
と
と
な
り
知
恵
と
な
っ
て
行
動
に
な
る
。
し
か

し
そ
の
行
動
と
い
え
ば
、
人
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
知
識
を

吸
収
し
て
も
知
恵
と
し
て
出
て
く
る
の
は
千
差
万
別

で
あ
る
。
そ
れ
は
各
自
の
心
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ

の
も
の
さ
し
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
出
方
を
し
て
く
る

の
で
、
日
々
の
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
各
自
の

行
い
（
身
）、
言
動
（
口
）、
意
識
（
意
）
に
つ
い
て

反
省
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
省

と
い
っ
て
も
、
人
に
よ
っ
て
は
そ
の
反
省
が
反
省
の

た
め
の
反
省
に
な
っ
た
り
、
心
が
し
ば
ら
れ
た
り
、

精
神
分
析
に
陥
っ
た
り
、
物
事
に
神
経
質
に
な
っ
た

り
、
思
い
出
に
耽
る
昔
で
あ
っ
た
り
し
て
、
反
省
の

目
的
か
ら
遠
く
外
れ
て
い
る
場
合
も
多
々
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
い
っ
た
い
反
省
と
は
何
か
と
考
え
れ

ば
、
一
口
に
言
え
ば
、
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
取
る
こ

と
に
あ
る
と
思
う
。
自
分
の
癖
や
欠
点
を
自
覚
し
、

日
々
の
生
活
の
場
に
お
い
て
正
道
に
反
し
た
生
活
に

流
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
反

省
し
た
か
ら
も
う
直
ち
に
心
が
晴
れ
て
恐
い
も
の
が

な
く
な
り
、
欠
点
が
な
く
な
り
、
癖
が
な
く
な
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
反
省
そ
れ
自
体
に
意
義
が
あ

る
が
、
反
省
の
目
的
は
反
省
後
の
実
生
活
に
反
省
の

結
果
が
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま

た
反
省
の
尺
度
は
、
例
え
ば
仏
教
で
い
う
正
法
・
諸

法
無
我
等
を
よ
く
理
解
し
、
六
波
羅
密
に
基
づ
き
、

八
正
道
と
い
う
中
道
に
心
の
あ
り
方
を
軌
道
修
正
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
現
実
に

感
謝
す
る
気
持
ち
と
正
し
く
生
き
る
報
恩
の
行
為
で

あ
る
。

　

人
生
に
お
い
て
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も

大
事
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
人
生
と
は
何
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
知
る
ほ
う
が
人
間
に
と
っ
て
よ
り
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
常
に
た
ゆ
ま
ざ
る
反

省
と
努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

間
は
正
し
い
反
省
が
な
け
れ
ば
本
当
の
自
己
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
安
ら
ぎ
と
調
和
も
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

企
業
経
営
者
で
僧
侶
の
松
茂
良
興
真
住
職
の
法
話
を
連
載

当院の観世音菩薩様は地面から頭の先まで８ｍ
20㎝あります。ぜひ一度お参りにお越し下さい

足
り
る
を
知
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国
際
医
術
学
院

学
院
長

光
田
年
寿

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
２
丁
目
４―

８

長
堀
プ
ラ
ザ
ビ
ル
５
階
Ｆ
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
９
９

〒542-0081

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
協
会

理
　
事

坂
口
　
健
太
朗

大
阪
府
松
原
市
上
田
４―

１―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
２
０
６―

８
５
７
８

〒580-
0016

映
像
制
作
・
イ
ベ
ン
ト
・
広
告
の
こ
と
な
ら

株
式
会
社
コ
ン
セ
プ
ト

代
表
取
締
役
　

尾
花
　
英
隆

〒547-0022

大
阪
市
平
野
区
瓜
破
東
２―

５―

49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
０
３―

０
０
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０―

３
１
５
６―

７
０
１
９

総
合
診
療
所　
あ
い
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒583-
0885

〒583-
0885

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
１―

28

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
３
３―

０
４
２
８

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
３―

９

カ
ー
サ
ヴ
ェ
ル
デ
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
５
１―

９
０
７
２

事
務
所

森
井
整
骨
院

は
い
は
い
メ
ソ
ッ
ド
・
水
素
療
法

（
日
本
水
素
療
法
協
会
会
長
）

院
　
長

森

井

隆

喜

〒
578―

0941
　
東
大
阪
市
岩
田
町
３―

７―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
06
）
６
７
２
２―

５
２
２
５

（
近
鉄
奈
良
線
・
岩
江
岩
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

営
業
部
木
村
達
也

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

２４

診
療
科
　
内
科
・
小
児
科

住
　
所
　
〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間
　
月
〜
土
　
午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　
月
・
火
・
水
・
金
　
午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日
　
祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院樹木葬
永代供養

〜
花
の
下
で
眠
り
た
い
〜

法
浄
霊
園

自
然
葬
「
み
の
り
」

〒581-0864
八尾市山畑290番地

ご遺骨のご相談は
072-943-5544
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試
合
開
始
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
、

僕
が
右
足
を
ち
ょ
い
と
出
し
た
ら
、
意

外
に
も
相
手
は
あ
っ
さ
り
膝
を
つ
い
て

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
一
本
！
」

　

審
判
の
手
が
上
が
り
ま
し
た
。
ウ
ソ

み
た
い
な
勝
ち
で
し
た
。

　

日
本
人
は
柔
道
が
強
い
に
違
い
な
い

と
い
う
先
入
観
が
、
相
手
の
戦
意
を
は

じ
め
か
ら
萎
え
さ
せ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
練
習
の
と
き
は
あ
ん

な
に
強
か
っ
た
の
に
、
先

入
観
が
恐
怖
心
に
変
わ
り
、

右
足
を
ち
ょ
っ
と
出
し
た

だ
け
で
勝
手
に
転
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

優
勝
で
し
た
。
賞
状
も
ト

ロ
フ
ィ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
意
気
揚
々
と

ル
サ
カ
に
凱
旋
。
夜
の
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
僕

が
闘
っ
た
試
合
を
放
送
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
み
る
と
、

体
格
の
違
い
は
ま
る
で
大
人
と
子
供
で

し
た
。
子
供
み
た
い
な
僕
が
勝
っ
た
の

で
す
か
ら
、
体
格
の
違
い
だ
け
で
は
勝

敗
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
当

時
、
体
重
別
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ザ
ン
ビ
ア
滞
在
中
に
は
、
ル
サ
カ
か

ら
ロ
ー
デ
シ
ア
の
首
都
ソ
ー
ル
ズ
ベ

リ
ー
へ
も
行
き
ま
し
た
。
リ
ビ
ン
グ
ス

ト
ン
が
滝
を
発
見
し
た
後
、
こ
の
地

域
に
イ
ギ
リ
ス
が
進
出
し
て
き
ま
す
。

十
九
世
紀
に
活
躍
し
た
有
名
な
植
民
地

開
拓
者
で
南
ア
フ
リ
カ
の
政
治
家
セ
シ

ル
・
ロ
ー
ズ
が
支
配
し
た
こ
と
に
ち
な

ん
で
、
こ
の
地
は
ロ
ー
デ
シ
ア
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
九
六
四
年
、
北
ロ
ー
デ
シ
ア
は
黒

人
の
国
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
と
し
て
独

立
。
一
方
、
南
は
白
人
の
国
ロ
ー
デ
シ

ア
と
し
て
一
九
六
五
年
、
一
方
的
に
独

立
、
南
ア
フ
リ
カ
と
同
じ
く
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
の
国
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ル
サ
カ
か
ら
ロ
ー
デ
シ
ア
へ
向
か
う

ド
ラ
イ
ブ
は
、
南
へ
お
よ
そ
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
で
す
。
ザ
ン
ビ

ア
・
ロ
ー
デ
シ
ア
の
国
境
近
く
に
な
る

と
サ
バ
ン
ナ
は
な
く
な
り
、
山
が
ち
に

な
り
ま
す
。道
は
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
、

今
ま
で
地
平
線
の
彼
方
ま
で
ま
っ
す
ぐ

だ
っ
た
道
と
は
対
照
的
。
道
路
標
識
に

象
の
絵
が
現
れ
て
き
ま
す
。こ
れ
は「
象

に
注
意
せ
よ
」
と
い
う
意
味
で
、
野
生

の
象
が
道
路
上
に
現
れ
た
り
横
切
っ
た

り
す
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
と
い
う
こ
と

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
鹿
の
標
識
は

よ
く
見
ら
れ
、
我
々
の
宿
舎
の
近
く
で

は
カ
バ
の
標
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
象
は
初
め
て
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
本
当
に
象
な
ん
か
出
て
く

る
と
は
思
っ
て
な
い
の
で
、

　
「
日
本
に
も
鹿
の
標
識
ぐ
ら
い
あ
る

で
」
と
笑
い
な
が
ら
、
す
っ
か
り
油
断

し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
本
当
に
本
物
の
象
が
車
に

並
行
し
て
走
っ
た
り
、
前
方
の
道
を
横

切
っ
た
り
し
た
の
で
び
っ
く
り
で
す
。

幸
い
象
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
な
く
、
国

境
の
橋
を
越
え
て
ロ
ー
デ
シ
ア
（
現
ジ

ン
バ
ブ
エ
）
に
入
り
山
道
を
下
っ
て
行

く
と
、
そ
こ
は
広
大
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
で
し
た
。
道
路
は
ま
っ
す
ぐ
で
、
ザ

ン
ビ
ア
の
道
路
と
違
う
の
は
、
平
坦
な

舗
装
路
が
き
れ
い
に
続
い
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
さ
す
が
は
白
人
の
国
だ
、
整

備
が
行
き
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
首
都
の
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
（
現
ハ

ラ
レ
）
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
を

思
わ
せ
る
た
た
ず
ま
い
で
し
た
。
た
だ

現
地
の
人
を
見
る
と
、
着
て
い
る
服
が

ザ
ン
ビ
ア
人
と
比
べ
て
も
貧
し
い
よ
う

で
す
。

　

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
で
は
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
の
伯
父
さ
ん
宅
に
泊
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。
彼
の
伯
父
さ
ん
は
高
裁
の
判
事

を
務
め
て
い
て
、
広
い
敷
地
に
建
つ
邸

宅
は
ま
る
で
お
城
の
よ
う
に
豪
奢
な
建

物
で
し
た
。
家
の
中
も
ゆ
っ
た
り
と
し

て
素
晴
ら
し
く
、
植
民
地
の
白
人
の
家

で
一
泊
で
き
た
こ
と
は
、
僕
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

次
の
日
、
近
く
の
自
然

公
園
へ
出
か
け
ま
し
た
。

は
じ
め
て
ア
フ
リ
カ
の
地

を
踏
ん
だ
の
は
診
療
所
に

赴
任
す
る
途
中
の
ケ
ニ
ア

で
、
時
間
が
空
い
た
つ
い

で

にNairobi National 
Park

を
訪
れ
た
こ
と
は

す
で
に
触
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
動
物

が
自
然
の
状
態
で
保
護
さ

れ
て
お
り
、
名
物
の
チ
ー

タ
ー
親
子
が
夕
陽
の
中
で

す
っ
と
首
を
の
ば
し
て
感

慨
深
げ
に
集
ま
っ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
で
は
、
わ

ず
か
に
見
か
け
た
数
匹
の
キ
リ
ン
を
車

で
追
い
か
け
た
こ
と
だ
け
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

アフリカ編

象に注意せよ

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子

８

�

（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
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エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
と
は
ジ

ャ
ズ
の
世
界
で
よ
く
用
い
ら

れ
る
用
語
だ
。
ヴ
ォ
ー
カ
ル

や
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
ル
に

限
ら
な
い
が
、
浦
千
鶴
子
さ

ん
は
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
の
申

し
子
の
様
な
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス

ト
だ
。
単
に
妖
艶
だ
と
か
艶

っ
ぽ
い
雰
囲
気
と
も
違
う
、

日
本
語
に
適
切
な
訳
語
が
見

当
た
ら
な
い
が
あ
え
て
表
現

す
れ
ば「
情
感
に
訴
え
る
」だ

ろ
う
。

　

生
ま
れ
は
石
川
県
。
高
校

卒
業
後
、
京
都
に
や
っ
て
来

た
。
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い
る

と
き
に
ア
メ
リ
カ
人
３
人
と

出
会
い
、
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー

プ「
ザ
・
デ
イ
ッ
ソ
ナ
ン
ツ
」

を
結
成
、
白
人
男
性
と
日
本

の
女
の
子
の
組
み
合
わ
せ
が

評
判
を
呼
ん
だ
の
は
楽
し
い

思
い
出
だ
。

　

そ
の
後
ジ
ャ
ズ
全
般
を
ピ

ア
ノ
の
藤
井
貞
泰
さ
ん
に
師

事
し
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
サ
ン

デ
イ
・
ブ
レ
ア
さ
ん
に
学
ん

で
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
道
を

歩
み
始
め
る
。

　

ジ
ャ
ズ
に
目
覚
め
た
キ
ッ

カ
ケ
は
10
代
の
終
わ
り
頃
、

行
き
つ
け
の
店
の
マ
ス
タ

ー
か
ら
「
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

を
目
指
す
な
ら
こ
れ
を
聞
き

な
さ
い
」
と

２
本
の
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

を
も
ら
っ
た

こ
と
が
始
ま

り
だ
。
エ
ラ

・
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド

と
カ
ー
メ
ン

・
マ
ク
レ
エ
の
両
巨
匠
だ
っ

た
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
い

う
時
代
が
懐
か
し
い
が
、
ヨ

レ
ヨ
レ
に
な
っ
た
そ
の
テ
ー

プ
は
今
で
も
大
切
に
し
て
い

る
と
い
う
。

　

ラ
イ
ブ
他
の
活
動
を
紹
介

す
る
と
、
２
０
０
０
年
、
島

秀
行
（
Ｂ
ｓ
）
率
い
る
プ
ロ

グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ジ
ャ
ズ
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
・
Ｓ
Ｉ
Ｘ
Ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｔ
Ｈ
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
ム
ゼ
ア
・
レ
ー

ベ
ル
か
ら
「I'm here in my 

heart

」
で
デ
ビ
ュ
ー
、
パ
ー

シ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ（
Ｂ
ｓ
）、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ン
ク
レ
ア

（
Ｂ
ｓ
・
Ｖ
ｏ
）、
ユ
ッ
カ
・
エ

ス
コ
ラ（
Ｔ
ｐ
）、ニ
コ
ラ
ス
・

ウ
イ
ン
タ
ー
（
Ｇ
ｔ
）、
ト

ニ
ー
・
ポ
ル
テ
ン（
Ｄ
ｓ
）等

多
く
の
海
外
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
共
演
す
る
機
会
が
増
え

た
。

　

２
０
０
４
年
に
は
デ
イ
ブ 

・

シ
ン
ク
レ
ア
の
楽
曲
を
訳

詞
、
２
０
１
１
年
に
は
滋
賀

県
マ
キ
ノ
町
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
を
訳

詞
、
浦
さ
ん
の
歌
声
が
ラ
ジ

オ
局
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
地

元
紙
で
も
話
題
に
の
ぼ
っ

た
。
２
０
１
２
年
に
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ク
ス
と

の
即
興
曲
を
含
む
「Try to 

Remember

」
を
発
表
し
た
。

普
段
着
の
雰
囲
気
の
ラ
イ
ブ

で
、
肩
の
力
を
抜
い
て
聞
け

る
ア
ル
バ
ム
に
仕
上
が
っ

た
。

　

好
き
な
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
、
ス

テ
イ
ビ
ー
ワ
ン
ダ
ー
、
カ
サ

ン
ド
ラ
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
、
ニ

ー
ナ
・
シ
モ
ン
、
キ
ャ
ロ
ル
・

ス
ロ
ー
ン
、
エ
デ
イ
ッ
ト
・

ピ
ア
フ
他
多
数
。

　

思
い
入
れ
の
強
い
楽
曲
は

「Blue in Green

」、
自
由
に

な
っ
て
歌
う
気
持
ち
良
さ
を

初
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
楽
曲
と
し
て
思
い
出
深
い

と
い
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
夢
は
、
も
っ

と
ス
イ
ン
グ
の
気
持
ち
良
さ

を
ラ
イ
ブ
に
来
た
お
客
さ
ん

に
伝
え
る
こ
と
。
ス
イ
ン
グ

に
日
本
語
を
の
せ
た
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
サ
ウ
ン
ド
を
お
客

さ
ん
に
届
け
る
こ
と
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
リ
ズ
ム
が

も
っ
と
自
由
に
な
っ
た
そ
の

先
に
、
ど
ん
な
音
楽
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
く
の
か
。
そ

し
て
そ
れ
ら
が
人
々
の
心
に

ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
く

の
か
を
、
ど
こ
ま
で
も
探
究

し
つ
つ
、
ジ
ャ
ズ
と
共
に
生

き
て
い
き
た
い
と
語
る
浦
さ

ん
は
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
詩

人
だ
。
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ヴォーカリスト 浦　千鶴子さんヴォーカリスト 浦　千鶴子さん

パドローネ22代表　小川秀人パドローネ22代表　小川秀人

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
の
申
し
子

「ジャズと共にいきていきた
い」と語る浦千鶴子さん

　上記の表は、会社（法人）から1,000万円を受け

取る場合です。

　給与所得は1,000万円に所得税＋住民税が課税さ

れます。それに対し、経営者の特権であります一時

所得は1,000万円から特別控除の50万円を引いた金

額の１/ ２に対して所得税＋住民税が課税されます。

　受け取り方法を上手に選択することはとても大切

です。

 給与所得＜一時所得 

賢い受け取り方法
トータルタックスプランニング 木村 達也 ６

キ
ム
タ
ツ
の
知
恵
袋
⑦
は
６
月
15
日
付
に
掲
載

大 増 税 時 代

　

往
生
院
民
具
供
養
館

（
東
大
阪
市
六
万
寺
町
１

―
22
―
36
）
が
「
民
具
歳

時
記
―
道
具
と
と
も
に

―
」
を
出
版
し
た
。
年
１

冊
出
版
し
て
き
て
、
こ
れ

で
19
冊
目
と
な
る
。

　

館
長
の
川
口
哲
秀
さ
ん

は
「
こ
れ
が
最
後
の
本
で

す
。
こ
れ
ま
で
出
版
で
き

た
の
は
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
往
生
院

民
具
供
養
館
（
☎
０
７
２

―
９
８
１
―
２
５
９
７
）

へ
。

Ａ４判72頁、非売品

「
民
具
歳
時
記

―
道
具
と
と
も
に
―
」

往
生
院
民
具
供
養
館
が
19
冊
目
を
出
版

法　　人

1,000万円

給与所得 一時所得

所得税

＋

住民税

50万円（特別控除）

１／２

所得税

＋

住民税
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八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

衆議院議員
谷畑 孝を
囲  む  会

和洋折衷コラボ演奏

吹奏楽
愛好会 バンド・パシフィック演奏

日本料理笠置
笠置功店主の誕生日を祝い

第46回入学式大阪経済法科大学

国際学部 スタート
821人入学
3年次編入生72人
大  学  院  生21人

新
社
屋
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

議
員
在
籍
25
年
記
念
し
760
人
が
集
い
開
催

八
尾
市
立
支
援
学
校

生
徒
３
人
に
先
生
30
人

「
見
張
り
番･
八
尾
」 が
公
開
質
問
状

　

黒
髪
の
美
女
が
小
さ
な
包
み
を
開
け
て
、
ク
ッ

キ
ー
を
取
り
出
し
た
。

　
「
こ
れ
、美
味
し
い
わ
よ
。
私
の
友
だ
ち
が
作
っ

て
く
れ
た
の
」

　

両
手
で
受
け
取
っ
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
た

初
老
の
男
性
も
私
の
真
似
を
し
て
、
両
手
で
受
け

取
る
。

　
「
日
本
人
は
礼
儀
正
し
い
の
ね
」

　

彼
女
は
小
さ
く
微
笑
ん
だ
。
緊
張
し
た
雰
囲
気

が
和
ら
ぐ
。

　

美
女
の
微
笑
み
は
す
べ
て
を
包
み
込
む
力
を

持
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
が
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
を
招
い
た
の

ね
」

　
「
３
日
間
と
い
う
短
い
滞
在
期
間
だ
っ
た
け
れ

ど
も
、
安
倍
首
相
は
約
２
、０
０
０
億
円
の
経
済

支
援
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
と
約
束
し
た
よ
」

　
「
あ
り
が
た
い
話
だ
わ
」

　
「
そ
の
上
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
に
約
４
億
円
を

新
た
に
拠
出
す
る
こ
と

も
表
明
し
た
よ
」

　
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
か
ら
30
年
の
年

に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
し
て
く
れ
た
わ
ね
」

　

初
老
の
男
性
が
眉
間

に
皺
を
寄
せ
て
、
会
話

に
割
り
込
ん
だ
。

　
「
確
か
に
日
本
が
し
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
り
が

た
い
。
し
か
し
、
今
回
の
訪
日
に
は
問
題
が
あ
り

ま
す
」

　

黒
髪
を
か
き
あ
げ
て
彼
女
は
初
老
の
男
性
の
方

へ
首
を
傾
げ
た
。

　
「
当
初
の
話
で
は
、
共
同
声
明
が
出
る
は
ず
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
蓋
を
開
け
る
と
、
共
同
記
者

会
見
。
格
落
ち
と
い
う
わ
け
で
す
」

　
「
そ
れ
は
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
が
明
る
み
に

な
っ
た
か
ら
な
の
」

　
「
い
や
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
最

初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
し
た
。
安
倍
首
相
が
ロ
シ

ア
訪
問
を
前
に
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
胡
麻
を

擂
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
へ
の
言
い

訳
で
も
あ
り
ま
す
」

　

黒
髪
の
美
女
は
得
心
し
、
も
う
す
っ
か
り
暗
く

な
っ
た
窓
の
向
こ
う
に
視
線
を
移
し
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
53

ポロシェンコ大統領訪日の舞台裏

　

見
張
り
番
・
八
尾
（
奥
村
貴
夫
代
表
）
が
、
３
月

11
日
、
浦
上
弘
明
・
教
育
長
宛
に
「
八
尾
市
立
支
援

学
校
に
関
す
る
公
開
質
問
状
」
を
提
出
し
た
。

　
（
１
）
現
行
生
徒
３
人
に
対
し
約
30
人
も
の
職
員

が
お
ら
れ
る
こ
と
は
ど
う
考
え
て
も
不
合
理
で
す
。

　

昨
年
当
団
体
が
配
布
し
ま
し
た
び
ら
に
対
し
て
多

く
の
市
民
か
ら
「
そ
ん
な
ん
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
」「
学

校
法
云
々
と
は
本
当
に
お
役
所
仕
事
で
す
ね
」「
税

金
の
ム
ダ
使
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
」「
大
き
な
バ
ス

に
い
つ
も
１
人
か
２
人
し
か
乗
っ
て
い
な
い
」「
こ

れ
で
は
障
が
い
児
支
援
と
い
う
よ
り
教
職
員
の
た
め

の
学
校
に
な
っ
て
い
る
」等
々
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

ま
た
該
当
校
の
職
員
か
ら
も
「
匿
名
に
し
て
お
い
て

欲
し
い
が
、
子
ど
も
は
本
来
大
勢
で
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
言
い
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
だ
。

い
く
ら
ハ
ン
デ
ィ
ー
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
大
人

ば
か
り
の
中
に
２
人
や
３
人
だ
け
の
子
ど
も
で
は
本

来
の
教
育
と
は
い
え
な
い
」
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

貴
職
は
「
今
後
ど
う
す
る
か
検
討
中
」
と
も
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
の
新
学
期
に
向
け
て
ど
う

運
営
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
下
さ
い
。

　
（
２
）
支
援
学
校
は
、
い
く
ら
重
度
と
は
い
え
３
人

の
生
徒
に
対
し
て
30
人
も
の
職
員
が
お
ら
れ
る
半
面
、

普
通
学
校
に
通
う
障
が
い
児
に
対
し
て
は
16
時
ご
ろ

ま
で
在
校
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
介
助

員
に
つ
い
て
は
非
常
勤
と
い
う
名
の
安
上
り
職
員
を

多
く
配
置
し
14
時
40
分
で
終
業
さ
せ
て
い
る
の
は
子

ど
も
と
介
助
員
に
対
す
る
軽
視
そ
の
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
多
く
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
な
く
、
階
段
を
車
イ
ス
ご
と
か
か
え
て
移
動

さ
せ
る
等
、
安
全
面
か
ら
い
っ
て
も
当
事
者
と
介
助

員
に
し
わ
よ
せ
を
強
い
て
い
る
こ
と
を
ど
う
お
考
え

な
の
か
、
お
教
え
下
さ
い
。

　
【
八
尾
市
教
育
委
員
会
の
話
】　

　

八
尾
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
と
市
立

特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
今

年
２
月
に
ま
と
め
、
市
議
会
に
も
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
を
基
本
に
今
月
末
ま
で
に
公
開
質
問
状
に

答
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
立
特
別
支
援
学
校

に
関
わ
る
市
の
負
担
額
は
約
３
千
４
百
万
円
で
今
後

全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20リットル入り
１万円（税別）

イベント ☆情報
和歌劇「古事記うたものがたり―飛鳥の巻―」
~音楽で知る日本の心~
日時 : 2015 年 4月 16日（土）18時より
場所 : 枚岡神社（東大阪市出雲井町 7-16）
出演 : 歌枕直美
チケット : 一般 3,500 円（前売 3,000 円）
学生（小学校以上）2,000 円（前売 1,500 円）
制作 : 株式会社うたまくら（☎ 06-6317-3873）
主催 : 和歌劇実行委員会

　
「
衆
議
院
議
員
谷
畑
孝

を
囲
む
会
」
が
３
月
28
日

に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
（
大
阪
市
北
区
中
之
島

５
）
で
開
か
れ
、
支
援
者

ら
約
７
６
０
人
が
集
っ

た
。
議
員
在
籍
25
年
を
記

念
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

世
界
的
に
活
躍
す
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
北
順
佑
さ
ん
の
演

奏
で
始
ま
っ
た
。

　

松
井
一
郎
大
阪
府
知

事
、
吉
村
洋
文
大
阪
市
長

ら
が
駆
け
つ
け
、
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

懇
親
会
で
は
フ
ラ
ダ
ン

ス
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
舞
踊

で
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
た
。
最
後
は
、
２
代
目

美
好
家
肇
さ
ん
率
い
る

「
河
内
音
頭
マ
メ
カ
チ
」

が
舞
台
に
上
が
り
、
威
勢

よ
く
締
め
く
く
っ
た
。

藤本和貴夫学長

挨
拶
す
る
池
田
貴
彦
社
長

ケ
ー
キ
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
吹
き

消
す
笠
置
功
店
主
（
左
）

力強く挨拶する谷畑 孝衆議院議員

平成28年 テーマ本
５月12日 姫野カオルコ著「昭和の犬」
６月２日 城山三郎著「指揮官たちの特攻」
７月７日 木内昇著「櫛挽道守」
８月４日 アンデルセン作「絵のない絵本」
９月１日 吉田兼好作「徒然草」
10月６日 朝井リョウ著「何者」
11月 10日 久坂部羊著「破裂」
12月１日 北康利著「佐治敬三と開高健 最強の二人」
平成29年 テーマ本
１月12日 山崎豊子著「約束の海」
２月２日 テーマ本選び
３月２日 宮沢賢治作「風の又三郎」

　

毎
月
第
１
木
曜
日
10
時
15
分

〜
12
時
に
八
尾
市
立
八
尾
図
書

館
４
階
会
議
室
（
八
尾
市
本
町

２
―
１
―
12
）
で
開
か
れ
て
い

る
「
好
き
な
本
を
読
む
会
」
が

19
年
を
迎
え
た
。

　

４
月
７
日
は
、
二
葉
亭
四
迷

作
「
浮
雲
」
が
テ
ー
マ
本
で
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述

べ
あ
っ
た
。

　

気
楽
に
、
好
き
な
よ
う
に
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
読
書
会
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
坂
上

弘
子
さ
ん
が
平
成
９
年
４
月
に

始
め
た
会
。
参
加
費
は
無
料
。

名
簿
も
な
く
、
出
欠
も
取
ら
な

い
。
読
ん
で
こ
な
く
て
も
参
加

で
き
る
自
由
な
読
書
会
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
坂
上
弘
子
さ

ん
（
☎
０
７
２
―
９
４
１
―
７

５
２
９
）
へ
。

好
き
な
本
を
読
む
会

　大阪経済法科大学（藤
本和貴夫学長）の第 46
回入学式が４月３日に
総合体育館「尚淑館」（八
尾市楽音寺 6ー10）で開
かれた。

　

経
済
学
部

経
済
学
科
１

９
４
人
、
経

済
学
部
経
営

学
科
１
９
６

人
、
法
学
部

法
律
学
科
２

８
５
人
、
国

際
学
部
国
際

学
科
１
４
６

人
の
計
８
２
１
人
が
入
学

し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
済
学
部
３

年
次
編
入
生
68
人
、
法
学

部
３
年
次
編
入
生
４
人
が

加
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
学
院
経
済
学

研
究
科
に
21
人
が
入
学
し

た
（
２
期
目
）。

　

式
辞
の
な
か
で
、
藤
本

和
貴
夫
学
長
は
、
今
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
際
学

部
国
際
学
科
の
学
生
に
対

し
、
瀬
脇
寿
人
（
明
治
８

年
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
市

場
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ

れ
た
外
務
省
の
役
人
）
が

書
き
残
し
た
記
録
を
も
と

に
「
外
国
語
は
習
う
よ
り

慣
れ
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
と
助
言
し
た
。

　

国
際
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
国
を
挙
げ

取
り
組
ん
で
い
る
現
在
、

同
大
学
の
卒
業
生
は
今
後

期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

国際色豊かな新入生

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
す
る
株

式
会
社
オ
ー
プ
ル
が
、
八
尾
市
本
町
２
―
８
―
３
に
新
社
屋
を
構
え
、
３
月
28

日
に
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。
地
域
の
名
士
、
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が

集
い
、
盛
大
な
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
眞
田
綾
さ

ん
と
日
本
を
代
表
す
る
筝

（
琴
）・
十
七
絃
奏
者
麻
植

美
弥
子
さ
ん
が
和
洋
折
衷

コ
ラ
ボ
演
奏
を
行
い
、
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

社
名
の
オ
ー
プ
ル
（
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
）
はOld age

（
高
齢
者
）、Unclog

（
不

安
・
苦
痛
を
取
り
除
く
）、 

peoPLE

（
集
団
）
と
い

う
意
味
が
あ
り
、 

ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
は
「
人
と
人
と

の
支
え
合
い
を
お
手
伝
い

　

披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
谷
畑
孝
衆
議
院
議

員
、
長
尾
た
か
し
衆
議

院
議
員
、
田
中
誠
太
八

尾
市
長
、
濱
崎
晋
一
鳥

取
県
議
会
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
る
と
と
も
に
、

国
や
市
が
で
き
な
い
福

祉
事
業
を
手
掛
け
る
池

田
貴
彦
社
長
（
61
）
に

お
礼
の
言
葉
を
添
え

た
。

す
る
」
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
常
に
地

域
社
会
に
密
着
し
た
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

つ
づ
け
て
い
る
同
社
は
、

平
成
12
年
に
社
会
福
祉
法

人
和
貴
会
を
設
立
し
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

来
年
７
月
創
業
30
周
年

を
迎
え
る
同
社
の
存
在
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
だ

ろ
う
。

　

挨
拶
の
な
か
で
、
池
田

貴
彦
社
長
は
「
今
後
も
社

員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
に

密
着
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

100人が集い祝う

和洋折衷コラボ演奏する眞田綾さ
ん（左）と麻植美弥子さん

　

日
本
料
理
笠
置
（
近
鉄
八
尾

駅
直
結
ナ
イ
ト
＆
デ
イ
ビ
ル
２

階
）
の
店
主
笠
置
功
さ
ん
の
誕

生
日
を
祝
い
、
吹
奏
楽
愛
好
会

バ
ン
ド
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
が
３

月
27
日
に
同
ビ
ル
５
階
パ
ー

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
演
奏
会
を
開

い
た
。

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
は
、
笠
置
店

主
の
誕
生
日
を
祝
い
十
数
曲
演

奏
。
常
連
客
数
人
も
一
緒
に
聞

き
、
誕
生
日
を
祝
っ
た
。

　

次
の
日
に
58
歳
に
な
る
笠
置

店
主
は
「
感
無
量
で
す
。
し
ん

ど
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
跳
ね
除
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
た
。

　

今
年
で
結
成
45
周
年
を
迎
え

る
吹
奏
楽
愛
好
会
バ
ン
ド
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
の
無
料
演
奏
会
が

９
月
４
日
14
時
か
ら
八
尾
市
文

化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
・
大

ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
開

か
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
（
☎

０
９
０
―
４
４
９
２
―
７
３
１

９
）
へ
。

笠置功店主の誕生日を祝って演奏するパシフィック

第四回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円
主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場者申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて２～３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場者申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場者申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　事務局　植田宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着
【本選開催日時】
　平成28年 10月（日にち未定）
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（平成２年４月２日～平成 12年４月１日生まれの方）

4,104

八尾図書館で
19年を迎える

株
式
会
社
オ
ー
プ
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子どもにも安全 除菌・消臭剤

エ
ア
ー
ス
テ
ラ
イ
ザ
ー

　人の出入りが多い場所で気に
なるのが「臭い」。これから暖
かくなる季節、病院やホテル、
飲食店などは消臭に悩まされ
る。
　今、環境に優しい消臭剤とし
て注目を集めているのが「エ
アーステライザー」だ。除菌と
消臭を目的に作られた弱酸性次
亜塩素酸水溶液で、菌やウイル
スだけに反応し、人体には安心・
安全。子どもがいる空間でも安
心して使えるので、学校や学習
塾でも重宝されている。
　エアーステライザーに関する
問い合わせは、八尾でつなぎや
を営む安川智裕さん（☎ 090-
2882-5158）へ。

噴霧器
4,980円（税別）

　

平
均
寿
命
が
延
び
た
つ
い
で
に
、

子
ど
も
の
年
齢
尺
度
も
変
化
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
子
ど
も
と
い
え

ば
小
学
生
、
12
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
年

齢
だ
ろ
う
か
。環
境
や
時
代
の
変
化
、

男
女
の
相
違
で
個
人
差
が
あ
る
だ
ろ

う
。
12
歳
で
も
一
概
に
コ
ド
モ
扱
い

は
で
き
な
い
話
が
前
提
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
は
憧
れ
の
職
業

や
夢
を
持
っ
て
い
る
。
先
日
、
プ
ロ

野
球
選
手
と
し
て
一
世
を
風
靡
し

た
、
か
っ
て
の
ス
タ
ー
選
手
が
覚
醒

剤
使
用
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
幾
度

か
ク
ス
リ
を
断
ち
切
る
チ
ャ
ン
ス
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
結
局
は
手
錠
を

か
け
ら
れ
る
ま
で
ク
ス
リ
と
縁
が
切

れ
な
か
っ
た
。

　

昨
年
は
、
紳
士
た
れ
と
教
育
さ
れ

て
い
る
は
ず
の
巨
人

軍
の
選
手
が
野
球
賭

博
に
手
を
染
め
て
球
界
か
ら
追
放
さ

れ
て
い
る
。
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ

る
の
は
僅
か
一
握
り
の
人
た
ち
だ
。

高
収
入
と
周
り
か
ら
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ

る
こ
と
で
、
勘
違
い
す
る
輩
も
い
る

だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
自
身
へ
の

フ
ァ
ン
の
人
た
ち
の
目
や
、
プ
ロ
で

成
功
す
る
ま
で
に
世
話
に
な
っ
た
周

囲
へ
の
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と
が
原

因
だ
。

　

聖
人
君
子
の
よ
う
に
振
る
舞
え
と

ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
自
分
自
身
が

子
ど
も
の
頃
に
夢
見
た
「
プ
ロ
野
球

選
手
」
に
な
っ
た
限
り
は
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
。

子
ど
も
も
い
ず
れ
大
人
に
な
る
。
子

ど
も
の
夢
を
自
身
の
夢
と
重
ね
て
大

事
に
し
た
い
。 

　
　
　
（
Ｔ
）

子どもの夢を壊すな

世
の
中
に　
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2016Yao人形劇まつり
４月２２日（金）１９：００～　（開場１８：３０）
（プロ作品）人形劇団クラルテ「銀河鉄道の夜」（※高学年向け作品）　★有料
４月２３日（土）１０：３０～　（開場１０：１５）
（アマチュア作品）八尾人形劇連絡会公演　★無料
①クレヨン「との池のがたろ」
②新講座受講生　はっぴぃママ「３びきのこぶた」
③フィンガーズ「そんしたくんのはなし」
④わ・わ・わ「ないたあかおに」
⑤ダックス「にゃーご」
⑥わかごぼう「三びきのかわいいおおかみ」
４月２３日（土）１４：００～（開場１３：４５）
（プロ作品）人形劇団クラルテ　おひさま劇場（※幼児向き作品）　★有料
「瓜子姫とあまんじゃく」「おおかみと七ひきのこやぎ」
１５：００～　ワークショップ
「かわいいやぎを手作りして『おおかみと七ひきのこやぎ』を演じてみよう
※おひさま劇場を鑑賞されたお子さま限定（材料費１００円）（申込方法下記参照）
■チケット料金（全席自由・税込）
（２月１６日（火）～一般前売開始・３歳以上有料）
・人形劇団クラルテ「銀河鉄道の夜」：２，５００円（当日２，８００円）
・人形劇団クラルテ　おひさま劇場「瓜子姫とあまんじゃく」
　「おおかみと七ひきのこやぎ」１，５００円（当日１，８００円）
■４月２３日（日）ワークショップ申込方法
おひさま劇場のチケット購入時にお申込ください。材料費１００円は当日お支払い
ください。

人形劇団クラルテの２作品と、八尾のアマチュア人形劇サークル６グループの作品を２日間で一挙に公演！

926 5134

あ
な
た
の
体
験
や
思
い

を
本
に
し
ま
せ
ん
か

株式
会社

和
や
か
に
読
後
感
を

述
べ
合
う
参
加
者
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